
大阪母子医療センター　オリジナル募金箱

森のなかまたち

森のなかまたち について

たくさんの動物たちは、ドイツ・スピールフォーム社製の木の動物たちです。ひとつひとつ職人が作ったもので、動物の種類により
カエデやカサマツ、ボダイジュなど樹種を変え、シンプルなデザインながら、あたたかくほのぼのとした仕上がりになっています。
今では生産されていない貴重なものばかりを集合させました。枠組みは天然のヒノキで、シボという凹凸の入った味わいのある素材を
選びました。自然塗料のアマニ油を使用し優しく温かみのある風合いにし、木の動物たちに調和するように仕上げました。
募金がたまっていく様子が見えることで、たくさんのお友だちが誰かのためにと募金していることも学べることでしょう。
何の動物かな？親子もいるかな？と楽しい場所になるかもしれません。母子医療センターに来る子どもたちが笑顔になりますようにと
想いをこめて製作しました。

製作  NW

この募金箱は、ボランティア活動 25 周年を記念して、ボランティア会から
大阪母子医療センターに寄贈いただいたものです。
製作者は、河内長野市在住の木工作家の渡辺正直さんです。
ご寄付いただきました募金は、当センターの運営費や新病院建設のための
資金とさせていただきます。

大阪母子医療センター　総長

木や動物の穴の部分から

硬貨を入れてください

カタカタと下に

落ちていきます

募金の入れ方

アトリウム（小児棟 1階  機関車遊具前）に
募金箱を設置しました。ぜひ、ご覧ください。


